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【目的】一昨年 9 月に実施された栃木県那須塩原
市の分譲別荘地内小学校通学路の除染では，除染
廃液が大量に発生する事が懸念された．このため，
除染に先立って対象地域の汚染分布を詳細に調査
し，除染に伴って発生する放射性廃棄物の量を推
定した．また，選定したホットスポットから模擬
除染廃液を作成し，その減容化方法を検討した．
【方法，結果】除染対象地域のホットスポットを
模擬除染して採取した試料 （土壌，砂，塵埃の混合
物） を用いて，ゼオライト吸収処理と凝集沈殿処理 
（Cs-3） での，放射性廃棄物減容効果，処理時間，
使用薬剤コストの比較を行った．凝集沈殿処理は，
固体廃棄物発生量が 1/7.2，処理時間が 1/10，薬剤
コストが 1/3.8 となることが示された．
【考察】除染廃棄物の処理に放射線障害防止法の
規定が適用されることはないが，同法では一般排
水可能な放射性セシウムの排水中の濃度限度は，
Cs-134 が 60 Bq/L，Cs-137 が 90 Bq/L となる．し
たがって，ゼオライト吸収後の処理廃液は，この
規定では希釈無しに一般排水できる可能性が低い
と判断された．一方，凝集沈殿処理後の廃液に関
しては，希釈無しに一般排水が可能となり，液体
廃棄物の減容効果もより高いことが確認された．
【結論】本研究では，本県北部，那須塩原市周辺
の湿式除染後の廃液の処理には，ゼオライトによ
る吸収処理よりも，凝集沈殿剤 （Cs-3） を用いた排
水処理が，固体廃棄物の減容効果が高く，且つ処
理時間短縮，薬剤コスト低減を達成できることが
示された．また除染後の廃液処理では，凝集沈殿
剤を用いた処理方法を用いることで，処理後の廃
液中放射能の濃度を，放射線障害防止法の定める
排水中の放射性セシウム濃度限度以下にできるこ
とを確認した．
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尿酸低値と baPWV で評
価した動脈硬化の関連に
ついて
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【目的】尿酸には抗酸化作用があることが示唆さ
れている．我々は，血清尿酸値が低値の場合には
抗酸化作用の減弱により動脈硬化が促進される可
能性を考えた．本研究の目的は，血清尿酸低値と
動脈硬化の関連を検索することである．
【方法】獨協医大越谷病院で 2014 年 7 月〜 8 月に
Ankle Brachial Index （ABI） と brachial-ankle Pulse 
Wave Velocity （baPWV） を施行した男性 108 名を抽
出した．その中で，ABI と baPWV の測定前後，半
年以内に血清尿酸値が測定されており，かつその
値が 7.0 mg/dL 未満の患者 64 名を対象とした．尿
酸値 5.0 mg/dL 以下の尿酸低値群 （24 名） と 5.1 mg/
dL 以上の尿酸正常群 （40 名） に分類した．臨床的
背景と ABI，baPWV の左右の平均を診療録より調
査した．2 群の連続変数の比較には Mann-Whitney 
U test を用い，要因の関連の検定には Fisher‘s exact 
test を用いた．
【結果】年齢，合併症 （高血圧，糖尿病，高脂血
症），HbA1c，LDL-cholesterol，血清クレアチニン，
eGFR は両群間で有意差を認めなかった．BMI は尿
酸正常群が有意に高値を示した （p＝0.028）．ABIは
両群間に有意差はなく （1.03±0.17 （尿酸低値群），
1.04±0.17 （尿酸正常群）），baPWV は尿酸低値群が
2133±619 cm/sec，尿酸正常群が 3791±385 cm/sec
と尿酸低値群が有意に高値を示した （p＝0.027）．
ロジスティック解析 （従属変数は尿酸値による群
分け） の結果，baPWV のオッズ比は 0.999 （p＝
0.029） であった．
【考察】今回の検討では，尿酸低値群で baPWV が
有意に上昇し，尿酸低値と動脈硬化との間に関連
が示唆された．実験的検討でも，尿酸はビタミン
C よりも強い抗酸化物質であり血管内皮機能を回
復させる作用があることが報告されている．以上
より，尿酸という抗酸化物質が少ない環境 （尿酸低
値） では，血管内皮機能の悪化を来し baPWV の上
昇につながった可能性が推定される．
【結語】尿酸低値と baPWV でみた動脈硬化の進
展との関連性が示唆された．
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